
 

 

 

【 基 本 理 念 】  

当 社 は 、 山 一 電 機 グ ル ー プ の 一 員 と し て 、 地 球 環 境 と 地 域 社 会 に 強 い 関 心 を

持 ち 、 無 駄 の 排 除 と 作 業 効 率 の 向 上 に 取 組 み 、 地 球 市 民 と し て の 責 任 を 果 た

し ま す 。  

【 基 本 方 針 】  

光 伸 光 学 工 業 は 、 丹 沢 山 麓 を 背 景 に し た 自 然 に 恵 ま れ た こ の 地 で 、

「 未 来 に 残 そ う  緑 の 大 地 」 を ス ロ ー ガ ン と し て 、 企 業 活 動 の 中 で 、

環 境 保 全 へ の 取 組 み は 会 社 経 営 の 最 重 要 課 題 の 一 つ と し て 位 置 づ け

か け が え の な い 地 球 環 境 を 後 世 に 伝 え る こ と を 基 本 的 責 任 と 認 識 し

て 以 下 の 方 針 を 積 極 的 に 推 進 し ま す 。  

 

１ ．  環 境 管 理 活 動 の 実 施  

企 業 活 動 が 環 境 に 与 え る 影 響 を 把 握 し て 目 標 を 設 定 し 、 ム ダ の

排 除 と 作 業 効 率 の 向 上 を 含 む 環 境 管 理 活 動 を 実 行 し ま す 。  

 

２ ．  継 続 的 改 善 と 汚 染 の 予 防  

環 境 管 理 シ ス テ ム 、製 品 含 有 化 学 物 質 管 理 及 び 環 境 管 理 活 動 の

継 続 的 改 善 を 図 り 、グ リ ー ン 調 達 を 持 続 し 、環 境 汚 染 を 予 防 し

ま す 。  

 

３ ．  環 境 関 連 法 規 制 等 の 順 守  

法 規 制 お よ び 自 ら 同 意 し た 利 害 関 係 者 か ら の 要 求 を 順 守  

し ま す 。  

 

４ ．  持 続 可 能 な 資 源 の 活 用  

従 業 員 一 人 ひ と り の 社 会 生 活 が 、資 源 枯 渇 と 環 境 汚 染 を 招 く こ

と を 認 識 し 、 環 境 保 全 の 行 動 を 身 に つ け る 啓 発 教 育 を 実 施 し 、

循 環 型 社 会 に 貢 献 し ま す 。  

 

５ ．  気 候 変 動 の 緩 和 及 び 気 候 変 動 へ の 適 応  

省 エ ネ ル ギ ー 化 や 廃 棄 物 削 減 を 推 進 し 、気 候 変 動 の 緩 和 ･適 応 に

貢 献 す る 環 境 保 全 活 動 に 努 め ま す 。  

 

６ ．  環 境 保 護 、 生 物 多 様 性 及 び 生 態 系 の 保 護  

企 業 活 動 に て 、環 境 を 保 護 し 、生 物 多 様 性 へ の 影 響 を 考 慮 し て

生 態 系 の 保 護 ・ 回 復 に 努 め ま す 。  

 

７ ．  こ の 環 境 方 針 を 公 開 し ま す 。                       

          ２ ０ １ ７ 年 ６ 月 ２ ２ 日  

           光 伸 光 学 工 業 株 式 会 社  

                    代 表 取 締 役 社 長   高 橋  興 次  
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